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マニラ

26℃/33℃
タガイタイ

23℃/31℃

アンヘレス

25℃/33℃

セ　ブ

25℃/32℃

ダバオ

26℃/33℃

カガヤンデオロ

25℃/32℃

　きょうの天気と気温

　日の出（マニラ）    午前５時 44 分
　日の入り                  午後６時 13 分
前日の気温
　　　　最高 31.1（午後２時）
　　　　最低 25.8（午前６時）

☀ ☁

☀ ☁

☀ ☁
☀ ☁

☀ ☁

☀ ☁

バギオ
☀ ☁
18℃/24℃

外国為替と株価動向（25日）
＄１＝Ｐ 55.485（前回比 0.095 高）
　　＝￥147.43（同 0.14 安）
比証券取引所株価指数＝ 6,223.73（同 41.41 ▼）
日経平均株価＝ 33,486.89 円（同 165.67 円△）

市中両替レート
１万円＝Ｐ 3,740、＄100 ＝Ｐ 5,520

（マニラ市の市中両替商調べ）

フィリピン
大衆紙の話題

　軽食堂で食事中の７人が強盗被害　リサー
ル州バラス町バランガイ（最小行政区）ピヌ
ガイでこのほど、午前１時ごろに軽食堂で食
事をしていた７人の客らが武装した５人組に
よる強盗被害にあった。警察の調べによると、
フライドチキンを売りにする軽食堂で 19 歳か
ら 32 歳までの男女７人がそれぞれ食事をして
いる最中に３台のオートバイが店の前で停車
すると、武装していた５人組が突然店に入り
込んできた。男たちは客らに拳銃を突きつけ
て金品を出すよう脅し、身分証や携帯電話な
どを奪い取ると再びオートバイに分乗して逃
走したという。国家警察ブラス署では付近の
防犯カメラなどを分析して武装強盗集団の行
方を捜査している。（25 日・ブルガ－）
　トップニュース（25 日）
≫警官隊がキボロイ師を逮捕するため本部を
取り囲む（スター）
≫比調査機への中国軍機の発光弾発射を国防
相が非難（マニラブレティン）

　
国
家
安
全
保
障
会
議
（
Ｎ

Ｓ
Ｃ
）
は
25
日
、
南
シ
ナ
海

エ
ス
コ
ダ
礁
（
ス
ビ
礁
）
周

辺
で
フ
ィ
リ
ピ
ン
漁
船
へ
の

補
給
任
務
に
就
い
て
い
た
比

漁
業
水
産
資
源
局
（
Ｂ
Ｆ
Ａ

Ｒ
）
の
漁
業
取
締
船
「
Ｂ
Ｒ

Ｐ
ダ
ト
ゥ・サ
ン
デ
イ
」（
船

舶
番
号
３
０
０
２
）
が
中
国

海
軍
艦
と
海
警
局
船
に
よ
る

妨
害
を
受
け
、
そ
の
中
で
、

海
警
局
船
が
Ｂ
Ｆ
Ａ
Ｒ
船
に

衝
突
し
た
と
発
表
し
た
。

　
そ
の
前
日
の
24
日
に
は
、

比
沿
岸
警
備
隊
（
Ｐ
Ｃ
Ｇ
）

と
定
期
航
空
パ
ト
ロ
ー
ル
を

行
っ
て
い
た
Ｂ
Ｆ
Ａ
Ｒ
セ
ス

ナ
機
が
22
日
に
ス
ビ
礁
（
比

名
ザ
モ
ラ
礁
）
に
中
国
が
造

成
し
た
人
工
島
か
ら
フ
レ
ア

（
発
光
弾
）
を
発
射
さ
れ
た

と
発
表
。
さ
ら
に
、
サ
ン
ボ

ア
ン
ガ
州
西
沖
の
パ
タ
ナ
グ

礁
（
英
名
ス
カ
ボ
ロ
ー
礁
）

で
19
日
に
Ｂ
Ｆ
Ａ
Ｒ
セ
ス
ナ

機
が
中
国
戦
闘
機
（
機
体
番

号
６
３
２
７
０
）
よ
り
約
15

メ
ー
ト
ル
の
近
距
離
か
ら
フ

中
国
戦
闘
機
が
再
度
フ
レ
ア
発
射

レ
ア
を
複
数
回
発
射
さ
れ
て

い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
。

　
７
月
に
は
、
緊
張
が
高

ま
っ
て
い
た
南
シ
ナ
海
ア
ユ

ギ
ン
礁
（
英
名
セ
カ
ン
ド

ト
ー
マ
ス
礁
）
へ
の
補
給
に

関
す
る「
暫
定
了
解
」の
下
、

「
平
和
的
」
に
比
に
よ
る
補

給
任
務
が
実
施
さ
れ
、
緊
張

緩
和
に
向
か
う
と
み
ら
れ
て

い
た
。
し
か
し
、
今
月
に
入

る
と
８
日
に
は
パ
タ
ナ
グ
礁

付
近
で
初
の
中
国
戦
闘
機
に

よ
る
比
航
空
機
へ
の
初
の
フ

レ
ア
発
射
事
件
が
発
生
。
19

日
に
は
エ
ス
コ
ダ
礁
付
近
で

海
警
局
船
が
比
巡
視
船
に
体

当
た
り
し
、
比
船
は
舷
側
に

90
セ
ン
チ
大
の
穴
が
開
く
過

去
最
大
の
損
傷
を
受
け
る
な

ど
立
て
続
け
に
事
件
が
発
生

し
、緊
張
が
激
化
し
て
い
る
。

　
25
日
に
Ｆ
Ｂ
Ａ
Ｒ
船
を
妨

害
し
た
海
警
船
は
「
海
警

２
１
５
５
１
」
な
ど
数
隻
。

妨
害
に
加
わ
っ
た
中
国
海
軍

の
艦
艇
番
号
は
「
６
２
６
」

で
、
90
メ
ー
ト
ル
級
コ
ル

ベ
ッ
ト
艦
「
梧
州
」
と
み
ら

れ
る
。
Ｐ
Ｃ
Ｇ
が
メ
デ
ィ
ア

に
公
開
し
た
映
像
に
は
、
海

警
船
が
Ｂ
Ｆ
Ａ
Ｒ
船
に
向

か
っ
て
放
水
砲
を
発
射
す
る

模
様
も
記
録
さ
れ
て
い
た
。

　
Ｎ
Ｓ
Ｃ
は
「
エ
ス
コ
ダ
礁

　
ミ
ン
ダ
ナ
オ
地
方
ダ
バ
オ

市
ミ
ン
タ
ル
の
共
同
墓
地
で

16
日
、
毎
年
恒
例
の
慰
霊
祭

が
開
か
れ
た
。
今
年
は
玉
城

デ
ニ
ー
沖
縄
県
知
事
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
携
え
た
県
庁
使
節

団
、
塩
村
あ
や
か
参
議
院
議

員
、
在
ダ
バ
オ
総
領
事
館
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
日
系
人
会
（
Ｐ

Ｎ
Ｊ
Ｋ
）、
Ｐ
Ｎ
Ｊ
Ｋ
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー

ル
、
ミ
ン
ダ
ナ
オ
国
際
大
、

ミ
ン
ダ
ナ
オ
日
本
人
商
工
会

議
所
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
日
系
人

リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
、
ダ
バ
オ
日
本
人
会
、

日
本
フ
ィ
リ
ピ
ン
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
協
会
、あ
す
な
ろ
会
、

バ
ラ
ン
ガ
イ
ミ
ン
タ
ル
及
び

バ
ラ
ン
ガ
イ
バ
ゴ
オ
オ
シ
ロ

の
役
員
、
ゆ
か
り
の
あ
る
人

物
ら
計
約
１
０
０
人
が
参
加

し
た
。

　
Ｐ
Ｎ
Ｊ
Ｋ
会
長
の
ア
ン
ト

ニ
ナ
・
Ｂ
・
オ
オ
シ
タ
・
エ

ス
コ
ビ
リ
ヤ
さ
ん
（
84
）
が

開
会
挨
拶
を
行
い
、
参
加
者

へ
の
感
謝
と
先
祖
の
魂
へ
の

祈
り
の
言
葉
を
送
っ
た
。
続

い
て
、
慰
霊
祭
開
催
を
支
援

し
て
い
る
在
ダ
バ
オ
日
本
総

領
事
館
を
代
表
し
て
石
川
総

領
事
が
、
１
９
０
３
年
に
日

本
人
が
移
民
と
し
て
や
っ
て

き
て
地
元
の
人
々
に
受
容
さ

れ
ア
バ
カ
産
業
を
興
し
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
作
り
上
げ

て
き
た
戦
前
の
歴
史
に
言

及
。
さ
ら
に
戦
争
か
ら
深
く

学
び
反
省
し
同
じ
過
ち
を
繰

り
返
さ
な
い
こ
と
を
誓
っ

た
。
現
在
の
日
比
関
係
に
も

触
れ
「
日
本
国
の
ミ
ン
ダ
ナ

オ
和
平
プ
ロ
セ
ス
へ
の
支

援
高
い
は
評
価
を
得
て
お

り
、
政
府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ

Ａ
）
や
経
済
や
文
化
交
流
事

業
で
も
両
国
が
と
も
に
協
力

し
あ
っ
て
い
る
具
体
的
な
証

拠
」
と
し
、「
ダ
バ
オ
総
領

事
館
も
ミ
ン
ダ
ナ
オ
地
方
全

体
の
日
系
２
世
の
身
元
捜
し

に
懸
命
な
努
力
を
し
て
い

る
。
自
身
も
ミ
ン
ダ
ナ
オ
地

沖
縄
県
使
節
、塩
村
議
員
ら
参
加

方
に
お
い
て
日
系
人
探
し
と

面
接
に
参
画
し
て
お
り
、
こ
こ
に
い
る
全
員
が
、
先
人
の

犠
牲
と
貢
献
を
忘
れ
な
い
よ

く
な
っ
た
」
と
沖
縄
と
ダ
バ

オ
市
が
特
別
に
深
い
歴
史
的

な
縁
が
あ
る
こ
と
に
言
及
。

続
け
て
「
困
難
を
乗
り
越
え

て
伝
統
文
化
を
保
存
し
て
き

た
日
系
人
を
誇
り
に
思
い
深

謝
し
た
い
。
戦
争
の
悲
惨
さ

を
学
び
、
平
和
な
社
会
を
継

続
的
に
広
げ
て
い
く
た
め

に
、
次
の
世
代
へ
伝
え
て
い

く
責
任
が
あ
る
」
と
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
送
っ
た
。

　
沖
縄
県
の
地
域
外
交
の
方

針
で
は
①
ア
ジ
ア
・
太
平
洋

地
域
の
平
和
構
築
に
貢
献
す

る
国
際
平
和
創
造
拠
点
②
多

様
な
国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

結
び
つ
く
グ
ロ
ー
バ
ル
ビ
ジ

ネ
ス
共
創
拠
点
③
世
界
の
島

し
ょ
地
域
等
と
と
も
に
持
続

可
能
な
発
展
を
図
る
国
際
協

力
・
貢
献
拠
点
④
地
域
外
交

の
推
進
に
関
わ
る
人
材
の
育

成
―
―
を
掲
げ
て
お
り
、
今

後
の
歴
史
と
課
題
を
多
く
共

有
す
る
ダ
バ
オ
市
や
ミ
ン
ダ

ナ
オ
地
域
と
の
連
携
が
期
待

さ
れ
る
。

　
ま
た
、
ダ
バ
オ
市
の
セ
バ

ス
チ
ャ
ン
・
ド
ゥ
テ
ル
テ
市

長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
代
読
さ

れ
、
慰
霊
祭
を
日
系
人
会
と

共
催
し
て
い
る
バ
ラ
ン
ガ

イ
・
ミ
ン
タ
ル
の
レ
イ
ア
マ

ド
ー
ル
・
バ
ー
ガ
メ
ン
ト
議

長
も
ス
ピ
ー
チ
し
た
。

　
塩
村
議
員
は
、
ダ
バ
オ
入

り
す
る
前
に
ル
ソ
ン
島
ラ
グ

ナ
州
カ
リ
ラ
ヤ
で
の
慰
霊

祭
、
祖
父
が
亡
く
な
っ
た
ケ

ソ
ン
州
イ
ン
フ
ァ
ン
タ
町
を

訪
ね
、
隣
町
の
町
長
ら
と
も

面
談
。
ダ
バ
オ
で
の
慰
霊
祭

後
に
は
カ
カ
オ
農
園
や
ダ
バ

オ
市
の
ご
み
捨
て
場
を
視
察

し
、
カ
ダ
ヤ
ワ
ン
祭
り
に
も

参
加
し
た
。
翌
17
日
に
は

大
戦
末
期
に
在
留
邦
人
約

４
０
０
０
人
が
命
を
落
と
し

た
タ
モ
ガ
ン
の
慰
霊
碑
を
訪

れ
た
後
に
、セ
バ
ス
チ
ャ
ン・

ド
ゥ
テ
ル
テ
市
長
を
表
敬
す

慰霊祭に参列した塩村あやか参議院議員、在ダバオ総
領事館、沖縄県使節団、在留日系人ら＝太田勝久撮影

は
比
の
排
他
的
経
済
水
域

（
Ｅ
Ｅ
Ｚ
）
内
」
と
し
、
22

日
の
航
空
パ
ト
ロ
ー
ル
も
ス

ビ
礁
の
東
隣
に
あ
る
パ
グ
ア

サ
島
（
比
が
実
効
支
配
）
の

「
領
空
内
で
実
施
し
て
い
た
」

と
説
明
。
中
国
に
「
地
域
の

平
和
と
安
定
を
害
す
る
挑
発

行
為
」
を
や
め
る
よ
う
要
請

し
た
。

　
一
方
、
中
国
海
警
局
の
甘

瑜
報
道
官
は
「
比
船
は
中
国

の
許
可
な
く
仙
浜
礁
（
エ
ス

コ
ダ
礁
）
付
近
の
海
域
に
不

法
侵
入
し
た
」
と
し
「
比
船

は
警
告
を
蟲
師
し
て
、
海
警

局
船
に
衝
突
し
た
。
責
任
は

全
面
的
に
比
側
に
あ
る
」
と

の
声
明
を
出
し
た
。

（
竹
下
友
章
）

る
な
ど
精
力
的
に
日
程
を
こ

な
し
た
。

　
慰
霊
祭
終
に
塩
村
議
員
は

ま
に
ら
新
聞
に
対
し
「
野
党

議
員
の
で
き
る
こ
と
に
は
限

り
が
あ
る
が
、
上
川
外
務
大

臣
の
発
言
は
私
に
と
っ
て
も

皆
さ
ん
に
と
っ
て
も
救
い
だ

と
思
う
。
政
府
側
で
も
動
き

が
あ
る
だ
ろ
う
か
ら
、
皆
で

実
現
す
る
よ
う
に
良
い
気
運

づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
」

と
前
向
き
に
語
っ
た
。

（
ダ
バ
オ
＝
太
田
勝
久
）

う
に
最
善
を
尽
く
す
」
と
強

調
し
た
。

　
２
年
連
続
で
参
加
し
た
塩

村
議
員
は
「
先
の
大
戦
で

１
０
０
万
人
以
上
の
フ
ィ
リ

ピ
ン
人
、
50
万
人
の
日
本
人

が
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
亡
く
な
っ

て
い
る
」
と
話
し
犠
牲
者

の
冥
福
を
祈
っ
た
。
続
け

て
「
無
国
籍
状
態
の
日
系
２

世
の
人
が
た
く
さ
ん
い
る
こ

と
を
恥
ず
か
し
な
が
ら
昨
年

知
っ
た
」
と
明
か
し
、「
昨

年
、
こ
の
場
で
自
分
に
出
来

る
こ
と
を
し
た
い
と
話
し

た
。
そ
し
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
日

系
人
リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
と
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
を
立
ち
上
げ
、
日

系
２
世
２
人
を
父
親
の
故
郷

で
あ
る
沖
縄
に
招
待
す
る
こ

と
が
出
来
た
。
今
日
こ
こ
に

い
る
カ
ネ
シ
ロ
・
ロ
サ
さ
ん

も
そ
の
一
人
」
と
実
績
を
話

し
、「
国
籍
が
無
い
ま
ま
生

き
て
い
る
２
世
を
日
本
は
放

置
し
て
は
い
け
な
い
。
前
回

は
日
本
に
戻
っ
て
か
ら
国
会

で
上
川
陽
子
外
務
大
臣
に
質

問
し
、
上
川
大
臣
の
答
弁
か

ら
２
世
の
方
の
国
籍
の
早
期

回
復
と
希
望
す
る
方
の
一
時

帰
国
を
促
進
す
る
必
要
が
あ

る
と
強
く
認
識
さ
れ
て
い
る

感
じ
た
、
日
本
政
府
に
さ
ら

な
る
措
置
を
取
る
よ
う
に
働

き
か
け
、
皆
さ
ん
と
こ
の
問

題
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
」
と
挨
拶
し
た
。

　
玉
木
知
事
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

に
は
「
沖
縄
の
塔
を
長
期
間

に
わ
た
り
維
持
管
理
し
て
き

た
フ
ィ
リ
ピ
ン
日
系
人
会
と

地
域
の
人
に
対
す
る
感
謝
」

が
つ
づ
ら
れ
て
お
り
、「
戦

前
、
ダ
バ
オ
へ
の
移
民
の

70
％
が
沖
縄
県
か
ら
で
あ
っ

た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
フ
ィ

リ
ピ
ン
は
激
し
い
戦
場
に
な

り
戦
争
で
多
く
の
命
が
失
わ

れ
た
。
１
万
２
０
０
０
人
の

沖
縄
人
が
故
郷
を
離
れ
て
亡

ダバオ市

ミ
ン
タ
ル
で
慰
霊
祭
開
催

南シナ海

エ
ス
コ
ダ
礁
で
比
中
公
船
衝
突

　
ミ
ン
ダ
ナ
オ
地
方
ダ
バ
オ

市
を
拠
点
と
す
る
新
興
宗
教
「
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
王

国
」
の
教
祖
で
、
ド
ゥ
テ
ル

テ
前
大
統
領
の
盟
友
・
キ
ボ

ロ
イ
師
が
所
有
す
る
約
30
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
施
設
で
24
日
、

２
０
０
０
人
の
警
察
職
員
が

強
制
捜
査
を
開
始
し
た
。
キ

ボ
ロ
イ
師
は
前
政
権
期
に
人

身
売
買
な
ど
に
関
与
し
た
と

し
て
米
国
で
指
名
手
配
さ
れ

て
い
た
ほ
か
、
国
内
で
も
４

月
に
児
童
虐
待
や
人
身
売
買

の
容
疑
で
逮
捕
状
が
発
付
さ

れ
て
い
た
。

　
強
制
捜
査
が
開
始
す
る

と
、
集
ま
っ
た
信
者
ら
が
警

察
と
も
み
合
い
、
怒
号
を
飛

ば
す
様
子
が
テ
レ
ビ
中
継
さ

れ
た
。
早
朝
に
警
察
隊
が
敷

地
の
壁
を
突
破
し
た
際
に

は
、
53
歳
の
信
者
が
心
臓
発

作
を
起
こ
し
死
亡
す
る
事
態

も
発
生
し
た
。
広
大
な
敷
地

へ
の
捜
査
は
25
日
も
続
け
ら

れ
、
ダ
バ
オ
地
域
警
察
本
部

は
同
日
に
人
身
売
買
の
被
害

者
と
見
ら
れ
る
２
人
を
保
護

し
た
と
発
表
し
た
。

　
サ
ラ
・
ド
ゥ
テ
ル
テ
副
大

統
領
は
25
日
に
声
明
を
発

表
。今
回
の
強
制
捜
査
を「
権

力
の
乱
用
だ
」
と
非
難
し
た

上
で
、
２
０
２
２
年
の
統
一

選
で
同
教
団
の
信
者
に
ボ
ン

ボ
ン
・
マ
ル
コ
ス
現
大
統
領

へ
の
支
持
を
要
請
し
た
こ
と

に
つ
い
て
謝
罪
し
た
。

　
ド
ゥ
テ
ル
テ
前
大
統
領
も

２
千
人
体
制
で
国
家
警
察

声
明
を
発
表
し
、
同
教
団
の

信
者
ら
に
対
し
「
政
治
的
嫌

が
ら
せ
の
犠
牲
者
だ
」
と
し

て
同
情
の
意
を
表
明
。「
今

回
の
捜
査
に
関
与
し
た
人
の

手
に
暗
い
汚
点
を
残
す
こ
と

に
な
る
」
と
し
、
捜
査
の
違

法
性
を
主
張
し
た
。
そ
の
上

で
、「（
信
教
の
自
由
と
い
う
）

基
本
的
な
権
利
す
ら
侵
害
さ

れ
て
い
る
の
に
、
ど
う
や
っ

て
国
民
の
憲
法
上
の
権
利
が

保
証
さ
れ
る
の
か
」
と
現
政

権
を
批
判
し
た
。（竹

下
友
章
）

   

エ
ム
ポ
ッ
ク
ス
対
策
で

   

オ
ン
ラ
イ
ン
診
察
制
度

                      

保
健
省

　
保
健
省
の
ア
ル
ベ
ル
ト
・

ド
ミ
ン
ゴ
次
官
補
は
こ
の
ほ

ど
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
へ
の
投
稿
で
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
皮
膚
科
専
門
医

学
会
（
Ｐ
Ｄ
Ｓ
）
と
提
携
し

て
エ
ム
ポ
ッ
ク
ス（
サ
ル
痘
）

感
染
に
関
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン

診
察
制
度
を
設
置
す
る
方
向

で
準
備
を
進
め
て
い
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た
。
保
健
省

「
キ
ボ
ロ
イ
王
国
」強
制
捜
査

が
今
月
19
日
、
今
年
に
入
っ

て
初
め
て
エ
ム
ポ
ッ
ク
ス
感

染
患
者
が
確
認
さ
れ
た
と
発

表
し
て
い
た
。

　
比
で
同
感
染
患
者
の
判
明

は
累
積
10
例
目
と
な
っ
て
い

た
。
エ
ム
ポ
ッ
ク
ス
に
つ
い

て
は
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ

Ｏ
）
が
今
月
14
日
、
ア
フ
リ

カ
中
部
の
コ
ン
ゴ
民
主
共
和

国
で
拡
大
し
て
お
り
、
ア
フ

リ
カ
以
外
に
も
広
が
る
恐
れ

が
あ
る
と
し
て
、「
国
際
的

に
懸
念
さ
れ
る
公
衆
衛
生
上

の
緊
急
事
態
」
を
宣
言
し
て

い
る
。

　
保
健
省
で
は
皮
膚
疾
患
患

者
を
診
察
す
る
機
会
が
多
い

皮
膚
科
の
専
門
医
や
感
染
症

の
専
門
医
な
ど
の
支
援
を
得

て
、
ま
ず
オ
ン
ラ
イ
ン
で
診

察
を
行
い
、
そ
の
後
、
検
査

を
行
い
、
そ
の
結
果
結
果
に

基
づ
い
て
専
門
医
へ
の
紹
介

と
実
際
の
治
療
に
つ
な
げ
る

た
め
の
一
連
の
手
続
き
を
確

立
さ
せ
た
い
と
し
て
い
る
。

　
今
回
判
明
し
た
感
染
者
は

33
歳
の
男
性
で
今
月
18
日
に

感
染
が
判
明
。
海
外
渡
航
歴

が
な
か
っ
た
が
、
保
健
省
に

よ
る
と
、
症
状
発
症
３
週
間

前
に
濃
厚
接
触
が
あ
っ
た
と

し
て
い
る
。
ま
た
こ
の
男
性

は
ケ
ソ
ン
市
な
ど
で
複
数
の

ス
パ
や
マ
ッ
サ
ー
ジ
店
な
ど

に
も
通
っ
て
い
た
こ
と
が
分

か
っ
て
お
り
、
同
市
保
健
所

が
検
疫
検
査
や
濃
厚
接
触
者

の
隔
離
措
置
な
ど
を
実
施
し

て
い
る
。

  

自
動
支
払
い
義
務
付
け
へ

                     

高
速
料
金

　
運
輸
省
陸
運
局
と
高
速
道

規
制
委
員
会
は
こ
の
ほ
ど
、

高
速
道
路
を
利
用
す
る
車
両

に
対
し
、
非
接
触
で
料
金
を

徴
収
す
る
た
め
の
識
別
情
報

自
動
認
識
装
置
（
Ｒ
ａ
ｄ
ｉ

ｏ　
Ｆ
ｒ
ｅ
ｑ
ｕ
ｅ
ｎ
ｃ
ｙ

　
Ｉ
ｄ
ｅ
ｎ
ｔ
ｉ
ｆ
ｉ
ｃ
ａ

ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
、
Ｒ
Ｆ
Ｉ
Ｄ
）
を

搭
載
し
て
い
な
か
っ
た
り
、

精
算
時
に
残
金
不
足
で
徴
収

で
き
な
か
っ
た
場
合
に
罰
金

を
科
す
こ
と
を
定
め
た
合
同

覚
書
通
達
１
号
を
発
令
し

た
。
31
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
同
通
達
に
よ
る
と
、
Ｒ
Ｆ

Ｉ
Ｄ
機
器
を
搭
載
せ
ず
に
高

速
道
路
に
入
ろ
う
と
し
た
車

両
に
対
し
て
は
１
回
目
の
違

反
時
に
１
０
０
０
ペ
ソ
、
２

回
目
に
２
０
０
０
ペ
ソ
、
３

回
目
以
降
は
５
０
０
０
ペ
ソ

の
罰
金
が
そ
れ
ぞ
れ
科
せ
ら

れ
る
。

　
ま
た
、
Ｒ
Ｆ
Ｉ
Ｄ
に
十
分

な
残
金
が
な
か
っ
た
場
合
に

も
、
料
金
に
加
え
１
回
目
の

違
反
時
は
５
０
０
ペ
ソ
、
２

回
目
は
１
０
０
０
ペ
ソ
、
３

回
目
以
降
は
２
５
０
０
ペ
ソ

の
罰
金
を
科
す
。


